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広　報 広　報 広　報 主 な 記 事 
日本文化にふれよう 2面 
農業委員会の会長が決まる 2面 
消防団が全国大会へ 4面 
女性消防団員が誕生 4面 
市民一斉清掃を9月1日に 4面 
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広報きょうたなべは、古紙配合率100％の
再生紙と大豆油インクを使用しています

男  28，428人（+13） 

平成14年8月1日現在（　）は前月との比較 

市の人口 市の人口 
 

女  29，281人（+25） 
合計  57，709人（+38） 

世帯数  20，921世帯（+26） 

市選抜を決定戦で破る

男
子
２
チ
ー
ム
は
惜
敗

全 国 小 学 生
ハンドボール大会

点数が入るたびに盛り上がる応援席（田辺高校体育館）
㊤鉄壁の守りで対戦相手の加点を阻止する草内小学校
ハンドボールチーム（田辺中央体育館）

デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
か
き
分
け
シ
ュ
ー
ト
を
す
る
桃
園
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
田
辺
高

校
体
育
館
）

8月2日に田辺中央体育館で開かれた開会式で歓迎の
ことばを述べる草内小・桃園小学校の両キャプテン
㊤力強い入場行進をする選手のみなさん

平
和
の
尊
さ
を
市
民
の
み
な

さ
ん
に
訴
え
、
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
平
和
都
市
推
進
協
議
会

な
ど
は
「
平
和
の
つ
ど
い
」
を

８
月
６
日
に
中
央
公
民
館
で
開

き
ま
し
た
。

式
典
で
は
約
２
０
０
人
の
参

加
者
が
先
の
戦
争
で
犠
牲
と
な

ら
れ
た
方
々
へ
黙
と
う
を
捧
げ

た
後
、
久
村
哲
市
長
が
「
今
後

も
、
平
和
意
識
の
高
揚
を
目
指

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
引

き
続
き
、
広

島
・
長
崎
両

市
長
と
沖
縄

県
知
事
か
ら

寄
せ
ら
れ
た

平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

の
紹
介
や
、

平
和
書
道
展

の
入
賞
者
表

彰
な
ど
が
行

わ
れ
ま
し

た
。
式
典
終

了
後
、
戦
争

で
引
き
裂
か

れ
た
孤
児
を
題
材
に
し
た
芝
居

も
上
演
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
平
和
展
が
８
月
９
日

ま
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
で

開
か
れ
、
戦
争
に
関
す
る
写
真

パ
ネ
ル
や
平
和
を
テ
ー
マ
に
市

民
か
ら
募
集
し
た
書
道
を
展

示
。
図
書
館
で
は
平
和
図
書
展

も
開
か
れ
、
訪
れ
た
市
民
の
み

な
さ
ん
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や

平
和
の
大
切
さ
を
噛
み
し
め
て

い
ま
し
た
。

平和のつどい

戦
争
孤
児
を
題
材
に
芝
居
も
上
演

全
国
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
大
会
（
主
催
＝
�
日
本

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
協
会
・
共
催
＝
市
）
が
８
月
２
日
か
ら

４
日
ま
で
、
田
辺
中
央
体
育
館
や
同
志
社
大
学
京
田
辺

キ
ャ
ン
パ
ス
体
育
館
・
田
辺
高
校
体
育
館
で
、
全
国
か

ら
男
子
２６
チ
ー
ム
・
女
子
２０
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
か

れ
ま
し
た
。
桃
園
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
（
府

女
子
代
表
）
が
惜
し
く
も
３
位
に
、
女
子
市
選
抜
チ
ー

ム
（
開
催
地
代
表
）
は
４
位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

優
勝
は
、
男
子
の
部
が
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
守
谷
ク
ラ

ブ
（
茨
城
県
代
表
・
４
年
ぶ
り
２
回
目
）、
女
子
の
部

が
神
森
小
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
（
沖
縄
県
代

表
・
２
年
連
続
２
回
目
）
で
し
た
。

本
市
か
ら
は
京
都
府
代
表
と
し
て
、
男
子
は
草
内
小

学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
と
女
子
は
桃
園
小
学
校
ハ

ン
ド
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
、
大
会
開
催
地
代
表
と
し
て
男
女

市
選
抜
チ
ー
ム
の
４
チ
ー
ム
が
出
場
。
い
ず
れ
の
チ
ー

ム
も
予
選
リ
ー
グ
を
突
破
し
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
へ

進
み
ま
し
た
が
、
男
子
の
部
２
チ
ー
ム
は
い
ず
れ
も
一

回
戦
で
惜
敗
し
ま
し
た
。
女
子
の
部
２
チ
ー
ム
は
決
勝

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
も
順
当
に
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
が
、

そ
れ
ぞ
れ
準
決
勝
で
敗
れ
ま
し
た
。

地
元
２
チ
ー
ム
の
対
戦
と
な
っ
た
女
子
の
部
３
位
決

定
戦
は
、
白
熱
し
た
ゲ
ー
ム
展
開
が
続
き
、
総
合
力
に

勝
る
桃
園
小
学
校
が
女
子
市
選
抜
チ
ー
ム
を
９
対
６
で

下
し
、
３
位
と
な
り
ま
し
た
。

桃園小（女子）が3位入賞 桃園小（女子）が3位入賞 桃園小（女子）が3位入賞 桃園小（女子）が3位入賞 

尊
さ
を
訴
え
る

尊
さ
を
訴
え
る 

尊
さ
を
訴
え
る 

尊
さ
を
訴
え
る 

平和のつどいでひとり芝居「花いちもんめ」を
演じる女優の服部明美さん（中央公民館）



＜ 3 ＞ 平成14年（2002年）8月15日 広 報 　 き ょ う た な べ

 　
　
　
広
報
紙
に
掲
載
の
写
真
さ
し
あ
げ
ま
す
。 

　
　
ご
希
望
の
方
は
市
役
所
４
階
広
報
広
聴
課 

　
　
　
　
　
（
�
６４
・
１
３
２
０
）
へ 

【相談】
Ａさんは新聞折り込みの求人広告で、

「簡単な仕事で高収入」とうたった在宅
ワークの記事を見つけ、興味を持ち資料
を取り寄せました。資料を読み営業マン
から電話で説明を受けたところ、会社の
事業に出資すれば高額の配当があるとの
ことです。
初めは乗り気ではなかったのですが、

毎日のように営業員から電話がかかり、
儲けている人の事例を聞くうちに少し心
が動いてきました。夫と相談して、1口10
万円だけ出資することにしました。
会社から毎月送られてくる報告書では、

毎月10�の配当が複利で運用され、半年
で出資金は８割近く増えていました。そ
こで営業員の勧めを受け、夫に内緒で住
宅購入資金として蓄えていた500万円を投
資したのです。また、他の出資者を紹介

すればボーナスがもら
えるというので、友人
を紹介しました。しか
し、いざ住宅を購入し
ようとして出資金の解
約を申し出たところ、
言を左右にしてなかな
か解約に応じてもらえ
ません。

うまい儲け話にご用心 うまい儲け話にご用心 
消費生活相談員がアドバイス

アナ
タも
 

高収
入 

高収
入 

カン
タン
な仕
事で
 

家で
でき
る簡
単な
お仕
事で
す。
 

あな
たも
一度
 

やっ
てみ
ませ
んか
？ 

�×
××
-××

××
 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
オ
ム
ロ
ン
け
い
は
ん
な
文

化
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
き
ま
す
。

講
師
は
森
永
ヒ
素
ミ
ル
ク
事

件
被
害
者
弁
護
団
長
や
、
千
日

デ
パ
ー
ト
火
災
テ
ナ
ン
ト
弁
護

団
長
な
ど
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

�
整
理
回
収
機
構
社
長
、
司
法

制
度
改
革
審
議
会
委
員
な
ど
を

歴
任
さ
れ
た
弁
護
士
の
中
坊
公

平
さ
ん
で
す
。

み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
１０
月
１９
日
�
午
後
２

時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
け
い
は
ん
な
プ
ラ
ザ

（
精
華
町
）

内
容
＝
講
演

講
師
＝
弁
護
士
の
中
坊
公
平

さ
んテ

ー
マ
＝
「
金き

ん
で
は
な
く
鉄

と
し
て
〜
私
の
体
験
か
ら
〜
」

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き

（
１
枚
で
１
人
）
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
電
話
番
号
を
書
い

て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

定
員
＝
先
着
１
０
０
０
人

参
加
費
＝
無
料

申
込
・
問
合
せ
先
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ

京
都
文
化
セ
ン
タ
ー
「
オ
ム
ロ

ン
け
い
は
ん
な
文
化
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
係
（
〒
６
０
０
・
８
２
１

６
京
都
市
下
京
区
東
洞
院
通
塩

小
路
下
ル
　
ル
ネ
サ
ン
ス
ビ
ル

内
、
�
０
７
５
・
３
４
３
・
５

５
２
２
）

す
る
、
北
部
夏
ま
つ
り
が
開
か

れ
ま
し
た
。
訪
れ
た
５
０
０
人

の
み
な
さ
ん
は
音
楽
を
聴
い
た

り
ゲ
ー
ム
を
し
な
が
ら
、
夏
の

夜
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

「
夏
の
夕
暮
れ
の
ひ
と
と
き
、

さ
わ
や
か
な
バ
ン
ド
演
奏
に
耳

を
傾
け
て
み
ま
せ
ん
か
」
と
題

し
、
開
か
れ
た
同
イ
ベ
ン
ト
は

今
年
で
１２
回
目
。
北
部
地
域
の

夏
休
み
恒
例
の
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

出
演
は
、
大
住
中
学
校
吹
奏

楽
部
や
大
住
シ
ン
フ
ォ
ニ
ッ
ク

バ
ン
ド
・
Ｋ
Ｃ
Ｂ
バ
ン
ド
で
、

『
君
の
瞳
に
恋
し
て
る
』
や

『
お
さ
か
な
天
国
』
な
ど
を
演

奏
。
ま
た
、
豪
華
景
品
が
当
た

る
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
に
多
く
の
人

が
集
ま
り
、
会
場
は
盛
大
に
に

ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

う
ま
い
話
に
気
を
つ
け
て
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★中央図書館・北部住民センター図書室で借りられた本も
移動図書館で返すことができます。 
★貸出券は共通です。 
★その場で貸出券をおつくりしますのでお気軽にご利用く
ださい。 

巡回日 

9月の移動図書館『かんなび号』巡回表 
曜日 地区名 

草 内  

新興戸 

興 戸  
水 取  

普賢寺 

多々羅 
天 王  
高 船  

打 田  
松 井  

健康村 

東 
出垣内 
宮ノ口 
江 津  
山 本  
高 木  

南山東 

飯 岡  

巡回時間 
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50
3：00～3：30
3：40～4：10

4：20～4：50
2：40～3：10

3：30～4：00

4：10～5：00

2：20～2：50
3：00～3：30
3：40～4：10
4：20～4：50
3：00～3：30

3：40～4：10

4：20～4：50

駐車場所 
草内小学校北隣 
新興戸田中建設北50m
興戸公民館西200m
水取コミュニティセンター横 
普賢寺公民館前 
多々羅公民館西側空地 
天王バス停前 
高船農産加工センター前 
打田構造改善センター前 
松井児童公園北東50m

サンロイヤルアカデミア 
三山木小学校北側空地 
白山神社横 
江津公民館前 
山本出荷場精米所前 
高木公民館前 
南山児童公園 
飯岡バス停前 

火

曜

日

 

水

曜

日

 

木

曜

日

 

薪水取公園前 

3 
17

10 
20� 

11 
25

4 
18

5 
19

12 
26

Kyotanabe    Information    Square情報スクエア 情

ふるさと京田辺歌謡発表会

文化協会は、ふるさと京田辺歌謡発表会（後援＝教育委員会）を開きま
す。お誘い合わせのうえお越しください。
日時＝9月8日�午前9時30分から
場所＝中央公民館
種目＝歌謡曲
問合せ先＝�文化協会歌謡の部　岡井（�62・0251）�文化協会事務局

（社会教育課内、�64・1393）

府
民
総
体
予
選
会

ボ
ウ
リ
ン
グ
競
技
の
部

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員
会
は
、
府
民
総
体
ボ

ウ
リ
ン
グ
競
技
の
部
に
出
場
す
る
代
表
選
手
を
選
ぶ
予

選
会
を
開
き
ま
す
。

日
時
＝
９
月
１５
日
（
敬
老
の
日
）
午
前
１０
時
か
ら

会
場
＝
ス
ポ
ル
ト
新
田
辺
ボ
ウ
リ
ン
グ
場

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
す
る
１８
歳
以
上

の
人
（
た
だ
し
、
大
学
生
は
除
き
ま
す
）

種
別
＝
個
人
戦

参
加
料
＝
２
０
０
０
円
（
貸
し
靴
代
を
含
み
ま

す
・
当
日
徴
収
し
ま
す
）

申
込
先
＝
社
会
体
育
協
会
事
務
局
（
田
辺
中
央
体

育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
）

し
め
き
り
＝
９
月
１２
日
�
午
後
５
時

問
合
せ
先
＝
ボ
ウ
リ
ン
グ
連
盟
事
務
局
　
森
（
ス

ポ
ル
ト
新
田
辺
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
内
、�
６３
・
３
７
１
５
）市

民
総
体

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

社
会
体
育
協
会
と
教
育
委
員
会
は
、
市
民

総
体
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
行
い
ま
す
。

日
時
＝
９
月
２９
日
�
午
前
９
時
か
ら

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館

参
加
資
格
＝
市
内
に
在
住
・
通
勤
・
通
学

す
る
中
学
生
以
上
の
人

チ
ー
ム
＝
４
人
以
上
６
人
以
内
で
構
成

部
門
＝
▼
女
子
の
部
▼
男
子
の
部

参
加
費
（
１
チ
ー
ム
）
＝
▼
ソ
フ
ト
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
加
盟
チ
ー
ム
…
５
０
０
円

▼
同
連
盟
未
加
盟
チ
ー
ム
…
１
０
０
０
円

申
込
方
法
＝
田
辺
中
央
体
育
館
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
書
い
て
、
社
会

体
育
協
会
へ
郵
送
・
フ
ァ
ク
ス
・
持
参
の
い

ず
れ
か
の
方
法
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

し
め
き
り
＝
９
月
１３
日
�
午
後
５
時

申
込
・
問
合
せ
先
＝
社
会
体
育
協
会
（
〒

６
１
０
・
０
３
３
１
京
田
辺
市
田
辺
丸
山
１９
、

田
辺
中
央
体
育
館
内
、
�
６２
・
１
５
０
１
、

�
６２
・
１
５
３
４
）

登山を通じて山と自然に親しみ、健康な身体
と豊かな心を育もうと社会体育協会と教育委員
会は、市民総体秋山登山を行います。
実施期間＝10月19日�～20日�＜雨天決行＞
集合場所・時間＝新田辺駅前西口・午前6時

30分
場所＝帝釈峡・比婆山（広島県）
参加費＝2万500円
定員＝先着40人
参加資格＝市内に在住・通勤・通学する65歳

以下の人で、日ごろからハイキングや登山など

を行っていて脚力に自信があり、9月23日（秋
分の日）に虚空蔵山（兵庫県）か10月6日�に
六甲お多福山（兵庫県）で行うトレーニングの
いずれかに参加できる人
申込先＝社会体育協会事務局（田辺中央体育

館内、�62・1501）
しめきり＝9月17日�午後5時
説明会日時・場所＝9月21日�午後7時～8時

30分・田辺中央体育館
問合せ先＝京都田辺山友会　中島（�62・

7320）

市民総体秋山登山に参加を

子
育
て
サ
ロ
ン

日
時
＝
９
月
６
日
�
午
前
１０
時
〜
正

午
場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
親
子
ふ
れ
あ
い
体
操
と
絵
本

読
み
聞
か
せ
・
魚
釣
り
ゲ
ー
ム
・
歌
を
一

緒
に
歌
う
な
ど

対
象
＝
幼
稚
園
入
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

妊
婦
の
方
や
お
じ
い
さ
ん
、
お
ば
あ

さ
ん
も
ぜ
ひ
ど
う
ぞ

問
合
せ
先
＝
大
住
民
生
児
童
委
員
協

議
会
　
子
育
て
サ
ロ
ン
担
当
▼
伊
藤
（
�

６２
・
２
１
９
９
）
▼
伊
田
（
�
６２
・
４
５

９
６
）

日
ご
ろ
、
何
気
な
く
使
っ
て

い
る
道
具
や
機
械
。
例
え
ば
、

携
帯
電
話
。
も
し
、
子
ど
も
た

ち
に
「
ど
う
し
て
お
話
し
や

メ
ー
ル
が
で
き
る
の
？
」
と
聞

か
れ
た
ら
、
あ
な
た
な
ら
ど
う

答
え
ま
す
か
。
ほ
か
に
も
、
テ

レ
ビ
や
自
動
扉
・
天
体
望
遠
鏡

な
ど
な
ど
。
使
い
方
が
わ
か
っ

て
い
て
も
、
そ
の
仕
組
み
と
な

る
と
な
か
な
か
言
え
な
い
で
す

よ
ね
。

こ
の
本
は
、
私
た
ち
が
毎
日

手
に
す
る
電
化
製
品
か
ら
消
防

車
や
飛
行
機
に
い
た
る
ま
で

を
、
イ
ラ
ス
ト
を
添
え
て
や
さ

し
く
説
明
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
で
あ
な
た
も
、
今
日
か

「
子
ど
も
が
知
り
た
い
い
ろ
ん
な
モ
ノ

の
し
く
み
が
わ
か
る
本
」

科
学
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
　
コ
ス
モ
ピ

ア
著
／
メ
イ
ツ
出
版
株
式
会
社

ら
子
ど
も
た
ち
の
「
知
り
た

い
！
ど
う
し
て
？
」
に
「
そ
れ

は
ね
…
」
と
答
え
て
あ
げ
ら
れ

る
は
ず
で
す
。

中
央
図
書
館
＝
�
６５
・
２
５
０
０
 

新しい本の紹介 新しい本の紹介 

水道週間

水を大切に 
水は有限で貴重な資源です。 
大切に使い、水資源確保に 
ご協力ください。 

水を大切に 水を大切に 
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なやみごとなやみごと（人権（人権・行政）行政）相談相談 なやみごと（人権・行政）相談 

時と場所 

毎月 第２水曜日（市役所会議室または 
　　　　　　　　  　  中央公民館会議室） 
 第４水曜日（北部住民センター） 

いずれも午後１時３０分～４時 
祝日の場合はありません 

？ 

？ 

？
 

相談は無料で、秘密は固く守ります。 
　お気軽にお越し下さい。 

リサイクル 
情　　　報 

行　　　政 
トピックス 

社 会 体 育  
協 　 　 会  

野 外 活 動  
セ ン タ ー  学 研 都 市  

図書館 

消防団 

福　祉 

国　保 年　金 

保　健 　税 相　談 統　計 

消　防 

e t c . 中　央 
公民館 

田　辺 
児童館 

中　央 
体育館 

耳より 
情　報 

文　化 
協　会 

募　集 
します 

国 保 年 金  と う ち く  
消 費 生 活  
メ 　 　 モ  

田 辺 公 園  
プ ー ル  

社 会 福 祉  
協 議 会  

水　道 下水道 国　際 
交　流交　流 
国　際 
交　流 

日
本
の
文
化
に

ふ
れ
て
み
よ
う

京
田
辺
国
際
交
流
協
会
は
、

日
本
の
伝
統
文
化
の
良
さ
を
再

発
見
し
、
こ
れ
を
通
し
て
外
国

人
と
の
交
流
や
異
文
化
の
理
解

に
つ
な
げ
て
も
ら
お
う
と
、

「
日
本
文
化
に
ふ
れ
よ
う
会
」

を
開
き
ま
す
。

今
回
は
日
本
に
伝
わ
る
さ
ま

ざ
ま
な
「
お
ど
り
」
を
見
て
か

ら
、
浴
衣
を
着
て
（
希
望
者
の

み
）
簡
単
な
日
本
舞
踊
（
さ
く

ら
さ
く
ら
、
花
笠
音
頭
な
ど
）

を
体
験
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す

の
で
、
留
学
な
ど
で
日
本
に
来

ら
れ
て
い
る
外
国
の
人
も
、
こ

の
機
会
に
ぜ
ひ
日
本
の
伝
統
文

化
を
体
験
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
９
月
８
日
�
午
後
１

時
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー

講
師
＝
日
本
舞
踊
講
師
の
花

柳
翠
都
さ
ん

参
加
費
＝
無
料

定
員
＝
先
着
２５
人

し
め
き
り
＝
８
月
３０
日
�

申
し
込
み
方
法
な
ど
く
わ
し

【アドバイス】
こうした「儲け話」は豊田商事事件が

有名ですが、多くの会社が少し目先を変
えて誘いかけています。最初は半信半疑
の人も、「儲かった」という計算書を見せ
られ、「儲けた人」の話を聞くうちに深み
にはまっていくようです。
経営破綻する前には、センターが仲介

して出資金が戻る事例もあったのですが、
実質的に破産状況にある時期となっては
出資金はほとんど戻ってこないと思われ
ます。

【消費生活相談】
「おかしいなあ」－そう思ったらすぐに
消費生活相談窓口へ電話してください。
消費生活専門相談員が、さまざまな苦情
を受けたり情報提供することで、被害の
未然防止を図り消費者の手助けをします。
日時＝毎週水・金曜日午後1時30分～4

時
場所＝市役所3階306会議室
問合せ先＝産業振興課（�64・1360）

聞いて
 

聞いて
 

シリーズ 

1

そうこうしているうちに、会社の経営
が行き詰まっているとの噂をインター
ネット上で見つけ、慌てて消費生活セン
ターに相談してきたものです。

中
坊
公
平
さ
ん
の
講
演
会

奈
良
矯
正
展
で

作
業
製
品
販
売

奈
良
少
年
刑
務
所
は
、「
奈

良
矯
正
展
」
を
開
き
ま
す
。

全
国
の
刑
務
所
で
受
刑
者
が

社
会
復
帰
を
目
指
し
て
、
い
ろ

い
ろ
な
作
業
に
励
ん
で
い
ま

す
。
同
展
は
、
こ
う
し
た
作
業

の
成
果
で
あ
る
刑
務
作
業
製
品

を
、
一
般
の
人
に
広
く
紹
介
・

販
売
し
て
更
生
保
護
事
業
の
理

解
に
つ
な
げ
よ
う
と
行
わ
れ
る

も
の
で
す
。

職
業
訓
練
な
ど
を
パ
ネ
ル
・

ビ
デ
オ
な
ど
で
紹
介
す
る
コ
ー

ナ
ー
や
、
全
国
の
刑
務
所
や
少

年
刑
務
所
な
ど
で
製
作
さ
れ
た

た
ん
す
や
応
接
セ
ッ
ト
、
テ
ー

ブ
ル
・
靴
・
せ
っ
け
ん
・
み
そ

な
ど
の
展
示
販
売
コ
ー
ナ
ー
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
▼
９
月
１４
日
�
午
前

１０
時
〜
午
後
４
時
▼
９
月
１５
日

�
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時

場
所
＝
奈
良
少
年
刑
務
所

（
奈
良
市
）

く
わ
し
く
は
、
奈
良
少
年
刑

務
所
（
�
０
７
４
２
・
２２
・
４

９
６
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

く
は
、
京
田
辺
国
際
交
流
協
会

事
務
局
（
秘
書
室
内
、
�
６４
・

１
３
２
２
）
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

８
月
１１
日
に
大
住
中
学
校

で
、
北
部
ま
つ
り
実
行
委
員
会

と
北
部
住
民
セ
ン
タ
ー
が
共
催

多くの市民が集まった北部夏まつり（大住中学校
グラウンド）

視
覚
障
害
者
対
象
に

応
急
処
置
な
ど
学
習

市
は
、
防
災
・
救
急
に
つ
い

て
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う

と
、
市
内
に
在
住
す
る
視
覚
障

害
者
な
ど
を
対
象
に
、
見
学
会

を
開
き
ま
す
。

当
日
は
消
防
署
を
見
学
し
、

消
防
署
職
員
か
ら
簡
単
な
応
急

処
置
法
に
つ
い
て
や
、
通
報
か

ら
緊
急
車
出
動
ま
で
の
流
れ
に

つ
い
て
話
し
を
聞
い
た
り
、
身

近
で
起
き
や
す
い
け
が
な
ど
の

処
置
の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま

す
。日

時
＝
８
月
２９
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時
３０
分

場
所
＝
消
防
署

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
障
害
者
と
そ
の
家
族
や
友

だ
ち編

み
物
教
室
で

マ
フ
ラ
ー
作
り

市
は
、
市
内
に
在
住
す
る
視

覚
障
害
者
を
対
象
に
、
編
み
物

教
室
を
２
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
き

ま
す
。

今
回
は
、
手
で
マ
フ
ラ
ー
を

編
み
ま
す
。
指
導
員
が
ゆ
っ
く

り
指
導
し
、
２
回
に
わ
た
っ
て

作
品
を
完
成
す
る
予
定
で
す
。

編
み
物
を
し
た
事
の
な
い
人
も

簡
単
に
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

点
字
の
読
み
方

学
び
ま
せ
ん
か

府
視
覚
障
害
者
協
会
京
田
辺

支
部
は
点
字
サ
ー
ク
ル
「
す
み

れ
」
の
協
力
を
得
て
、
字
の
読

み
書
き
が
困
難
と
な
っ
た
視
覚

障
害
者
を
対
象
に
、
点
字
教
室

を
開
き
ま
す
。

ま
た
、
不
慮
の
事
故
や
病
気

な
ど
で
失
明
し
た
り
、
文
字
が

見
え
に
く
く
な
り
情
報
の
入
手

が
困
難
に
な
っ
た
人
も
点
字
の

読
み
方
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

期
間
＝
９
月
１３
日
〜
平
成
１５

年
２
月
２８
日
の
毎
月
第
２
・
第

４
金
曜
日
の
全
１０
回
（
た
だ
し
、

１２
月
２７
日
�
と
１５
年
１
月
１０
日

�
は
除
き
ま
す
）

時
間
＝
午
前
１０
時
〜
正
午

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
障
害
者

参
加
費
＝
無
料

し
め
き
り
＝
８
月
３１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
長

岡
井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）

市
農
業
委
員
会
の

会
長
に
林
善
嗣
氏

市
農
業
委
員
会
総
会
が
７
月

２５
日
に
開
か
れ
、
会
長
に
林
善

嗣
氏
、
会
長
職
務
代
理
者
に
森

村
太
一
氏
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

問
合
せ
先
＝
農
業
委
員
会
事

務
局
（
�
６４
・
１
３
６
８
）

お
詫
び
と
訂
正

住
民
票
コ
ー
ド
の
お
知
ら
せ

は
が
き
の
な
か
で
、「
指
定
情

報
処
理
期
間
」
と
あ
る
の
は

「
指
定
情
報
処
理
機
関
」
の
誤

り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
住
民
票
コ
ー
ド

は
各
世
帯
ご
と
に
、
８
月
１２
日

か
ら
配
達
記
録
郵
便
で
送
付
し

て
い
ま
す
。

問
合
せ
先
＝
市
民
課
（
�

６４
・
１
３
３
０
）

寄

付

寄

付

 

寄

付

人

事

 

表

彰

 

◎
そ
う
あ
い
工
芸
が
緑
化
推

進
事
業
の
た
め
に
２
万
円

B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H

申
し
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
送
迎
の
必
要
な
人
は
、

８
月
２３
日
�
ま
で
に
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先
＝
府
視
覚
障
害
者

協
会
京
田
辺
支
部
長
　
岡
井

（
�
６５
・
３
０
４
５
）

日
時
＝
▼
第
１
回
…
９
月
１２

日
�
午
後
１
時
３０
分
〜
３
時
▼

第
２
回
…
９
月
２６
日
�
午
後
１

時
３０
分
〜
３
時

場
所
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
　

対
象
者
＝
市
内
に
在
住
す
る

視
覚
に
障
害
の
あ
る
人
で
２
回

と
も
参
加
で
き
る
人

参
加
費
＝
２
０
０
円

し
め
き
り
＝
８
月
３１
日
�

申
込
・
問
合
せ
先
＝
府
視
覚

障
害
者
協
会
京
田
辺
支
部
▼
岡

井
（
�
６５
・
３
０
４
５
）
▼
津

島
（
�
６２
・
７
３
７
５
）

10月19日

お申し込み先 京田辺市内に本・支店を 
 有する金融機関（郵便局含む） 

必要なもの 預金通帳・お届けの印鑑・領収書 
 または使用水量のお知らせ 

ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
日

日
時
＝
８
月
３１
日
�
午
前
９
時
３０
分
〜
正
午

場
所
＝
田
辺
中
央
体
育
館
と
田
辺
公
園
多
目
的
運

動
広
場

内
容
＝
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
・
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
な
ど
。
晴
れ
の
日

は
、
田
辺
公
園
多
目
的
運
動
広
場
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

フ
や
ペ
タ
ン
ク
な
ど
も
で
き
ま
す
。

参
加
料
＝
小
学
生
以
上
の
人
は
１
人
１
０
０
円

（
当
日
、
会
場
で
徴
収
し
ま
す
）

必
ず
室
内
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
田
辺
中
央
体
育
館
（
�
６２
・
１
５

０
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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と
も
に
輝

と
も
に
輝
い
て
い
て 

と
も
に
輝
い
て 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 

男
女
共
同
参
画
計
画
か
ら 

シ
リ
ー
ズ
② 

市
は
、「
京
田
辺
市
男
女
共

同
参
画
計
画
―
新
か
が
や
き
プ

ラ
ン
―
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

広
報
き
ょ
う
た
な
べ
で
は
、
そ

の
内
容
を
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

今
月
号
は
、
計
画
の
基
本
方

向
と
し
て
計
画
の
基
本
理
念
、

視
点
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。【

計
画
の
基
本
理
念
】

�
男
女
の
人
権
の
尊
重

女
性
も
男
性
も
同
じ
一
人
の

人
間
と
し
て
自
立
し
、
そ
の
人

権
が
尊
重
さ
れ
、
持
て
る
能
力

と
意
欲
を
十
分
発
揮
で
き
る
社

会
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
平
等
・

対
等
に
参
画
し
、
男
女
が
と
も

に
責
任
を
担
っ
て
い
く
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

�
あ
ら
ゆ
る
分
野
へ
の
男
女

共
同
参
画

「
男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」

と
い
っ
た
役
割
分
業
を
改
め
、

男
女
が
と
も
に
職
場
・
家
庭
・

地
域
な
ど
に
対
等
な
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
参
画
し
、
男
女
が

ゆ
と
り
の
あ
る
充
実
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
社
会
を

築
い
て
い
き
ま
す
。

�
参
画
と
協
働
に
よ
る
豊
か

な
地
域
社
会
の
創
造

性
別
意
識
を
変
革
し
、
男
女

が
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し

て
、
自
分
の
意
志
で
政
治
・
経

済
・
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

参
加
し
、
と
も
に
分
か
ち
合
う

社
会
を
築
い
て
い
き
ま
す
。

【
計
画
の
基
本
的
視
点
】

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
て
、
次
の
５
つ
の
基
本

的
視
点
を
重
視
し
て
施
策
を
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

�
「
個
」
の
尊
重

市
民
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
自
由
に
主
体
的
に

生
き
方
が
選
択
で
き
る
よ
う
、

そ
の
個
性
や
能
力
が
生
か
さ
れ

る
社
会
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

�
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
敏
感
な
視

点
の
定
着

「
男
ら
し
さ
・
女
ら
し
さ
」

と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
よ
る

差
別
を
行
わ
な
い
よ
う
、
私
た

ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
存
在
に
気
づ
く
よ
う
啓

発
に
取
り
組
み
ま
す
。

�
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン

ト
の
促
進

真
の
男
女
平
等
な
社
会
の
実

現
に
は
、
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー

メ
ン
ト
が
必
要
で
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
女
性
が
積
極
的
に
社

会
に
参
画
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
意
識
啓
発
し
ま
す
。

�
男
女
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
確
立

男
女
が
自
立
し
た
個
人
と
し

て
お
互
い
を
尊
重
し
、
主
体
的

に
生
き
る
た
め
や
、
新
た
な

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
関
係
を

確
立
す
る
た
め
に
、
女
性
の
社

会
参
画
を
支
援
す
る
と
と
も

に
、
男
性
の
家
事
・
育
児
・
介

護
な
ど
へ
の
参
加
を
促
進
し
ま

す
。�

市
民
と
市
政
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
の
確
立

市
民
が
主
体
と
な
っ
た
地
域

社
会
づ
く
り
を
促
進
し
、
市
民

と
市
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
い
た
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
す
。

次
月
号
は
、
５
つ
の
基
本
目

標
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。問

合
せ
先
＝
政
策
推
進
課

（
�
６４
・
１
３
１
０
）

用語解説 用語解説 

全国大会へ出場決める 全国大会へ出場決める 全国大会へ出場決める 消

防

団
府消防操法大会 28年ぶり2回目の優勝

プ
ラ
ン
の
基
本
理
念
と
視
点

「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」
と
は

「
女
ら
し
さ
・
男
ら
し
さ
」
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
性

に
ふ
さ
わ
し
い
と
期
待
さ
れ
る
行
動
や
態
度
を
、
人

が
育
つ
過
程
で
身
に
つ
け
て
い
く
「
文
化
的
・
社
会

的
に
つ
く
ら
れ
た
性
別
」
の
こ
と
で
、
生
物
学
的
な

性
別
と
区
別
し
て
用
い
ら
れ
ま
す
。

「
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
ト
」
と
は

女
性
が
政
治
・
経
済
・
社
会
・
家
庭
な
ど
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
み
、
解
決
を

図
っ
て
い
く
力
を
つ
け
る
こ
と
や
、
潜
在
的
な
能
力

を
開
発
す
る
こ
と
な
ど
を
い
い
ま
す
。

京たなべ男女共同参画週間中に行われた「クッキングパパ」
と「京田辺生活学校」によるだんご作り（中央公民館）

救
急
救
命
士
㊨
か
ら
心
肺
蘇
生
法
を
学
ぶ
女
性
消
防
団

員
の
土
岐
和
美
さ
ん
（
消
防
本
部
）

優
勝
旗
の
前
で
久
村
哲
市
長
㊨
に

報
告
を
す
る
柳
田
正
廣
団
長

府消防操法大会で優勝したみなさん。左から
白石さん・末常さん・中島さん・川西さん

号令を合図に操法を始めるみ
なさん（丹波自然運動公園）

市
消
防
団
は
８
月
１
日
付
け

で
、
初
め
て
女
性
団
員
を
採
用

し
ま
し
た
。
今
後
、
女
性
団
員

は
消
防
団
広
報
活
動
や
災
害
発

生
時
の
後
方
支
援
な
ど
を
行
う

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
採
用
さ
れ
た
の
は
、
花

住
坂
在
住
の
土
岐
和
美
さ
ん

（
２２
）。「
女
性
団
員
が
１
人
な

の
で
不
安
も
あ
り
ま
す
が
、
京

田
辺
が
好
き
な
の
で
役
立
ち
た

い
。」
と
応
募
の
理
由
を
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

消
防
団
員
は
、
火
災
予
防
の

啓
発
な
ど
災
害
支
援
活
動
を
す

る
非
常
勤
の
特
別
地
方
公
務

員
。
市
内
に
は
５
分
団
２９
部
３

１
１
人
の
消
防
団
員
が
、
市
民

の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守
る

た
め
、
幅
広
い
防
災
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
消
防
団
で
は
、
消
防
団
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
あ
な
た

も
、
消
防
団
に
入
団
し
て
ふ
る

さ
と
京
田
辺
を
自
ら
の
手
で
守

り
ま
せ
ん
か
。

く
わ
し
く
は
、
消
防
本
部
総

務
課
（
�
６３
・
１
１
２
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

府
と
�
府
消
防
協
会
は
、
８
月
４
日
に
丹
波
自
然
運
動
公
園

で
府
消
防
操
法
大
会
を
開
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
消
防
団
員
の

技
能
と
志
気
高
揚
を
図
り
消
防
活
動
の
充
実
を
目
的
に
行
わ
れ

た
も
の
で
、
府
内
４４
市
町
村
消
防
団
員
や
消
防
職
員
ら
約
１
９

０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
市
消
防
団
は
、
４
人
で
機
材
の
取
り
扱
い
の
正
確
さ
や
素

早
さ
を
競
う
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
。
見
事
２８
年
ぶ

り
に
２
回
目
の
優
勝
を
し
ま
し
た
。
同
団
は
、
京
都
府
代
表
と

し
て
１０
月
に
横
浜
市
で
開
か
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

操
法
に
出
場
し
た
選
手
は
、
第
１
分
団
第
６
部
（
松
井
ケ
丘
）

に
所
属
す
る
白
石
敏
幸
さ
ん
・
末
常
拡
司
さ
ん
・
中
島
祐
行
さ

ん
・
川
西
啓
公
さ
ん
の
４
人
。
同
部
で
は
、
こ
の
大
会
へ
向
け
、

連
日
の
猛
暑
に
も
め
げ
ず
自
治
会
や
他
の
団
員
か
ら
の
支
援
を

受
け
な
が
ら
、
夜
間
や
休
日
の
昼
間
な
ど
に
猛
練
習
を
行
い
、

優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

災
害
時
の
後
方
支
援
な
ど
行
う

初
の
女
性
団
員
誕
生

市は、環境美化に対する市民のみなさんの意識
を一層高め、うるおいのある快適な生活を送れる
まちづくりを進めるため、市民と行政が一体と
なった「“クリーンアップ京田辺”市民一斉清掃」
を行います。
日時＝9月1日�
場所＝各区・自治会
問合せ先＝生活環境課（�64・1366）
市民が清潔で快適な生活のできる住みよいまち

づくりのため、市は平成11年に「まちを美しくす
る条例」を制定。また、国が定めた「環境基本計
画」は、国民の役割として「環境美化活動への参
加などにより、地域の環境美化に努める」ことが
期待されており、環境保全推進の観点からも一層
美化活動の輪を広げていくことが望まれています。
環境美化は私たち自身の課題であり、市民一人

ひとりの問題として取り組みましょう。

市民一斉清掃 市民一斉清掃 
みんなで、うるおいのある生活を

9 月 1 日

多くの市民が参加して6月2日行われた市民一斉清
掃（花住坂地域）
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